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【平成２７年度第１回北広島市子ども・子育て会議】 

 

１ 日時 平成２７年１２月２１日（月）１９：００～１９：４０ 

 

２ 場所 北広島市福祉センター 講座室 

 

３ 出席者 

  【委員】            【市・事務局】 

      飯浜 浩幸（会長）       木下 隆司（子育て支援室長） 

   百瀨 彰（副会長）       中居 直人（保育課長） 

青山 司            冨田 英禎（児童家庭課主査） 

亀岡 菜穂子          高橋 陽子（保育課学童担当主査） 

西澤 美香           笠井 衛（保育課保育担当主査） 

堀内 美和           金田 侑也（児童家庭課主事） 

宮本 みはる 

安藤 由美子            

 

（欠席委員）小林 明夏、中田 紀子  

  

４ 傍聴者 ０名 

 

５ 会議次第 

 （審議案件） 

  ・教育・保育施設の利用定員の設定について 

 （報告案件） 

  ・保育所の年齢構成変更について 

  ・北広島市次世代育成支援対策推進計画後期行動計画及び北広島市子 

ども・子育て支援プランの実施の状況について 

 （その他） 
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               【議事録】 

 

○会長     それでは、ただ今から平成２７年度第１回北広島市子ども・

子育て会議を開催いたします。委員のお力を介しながら、十分

かつスピーディーな審議をやっていきたいと思います。 

        それでは、審議案件「教育・保育施設の利用定員の設定」と

いうことで、事務局からお願いします。 

 

○事務局    （資料１に沿って説明） 

 

○会長     ありがとうございました。 

それでは、事務局から説明を受けましたが、委員からご質問

等ございますか。 

 

○委員     教諭配置基準について、どのように扱っているのですか。 

 

○事務局    申請内容については申請書をいただいており、職員数であれ

ば職員名簿、園舎面積については図面、あとはそれぞれ「幼稚

園設置基準」や「幼保連携型認定こども園の学級の編成、職員、

設備及び運営に関する基準」に記載している基準を全て満たし

ていることを確認しています。 

 

○委員     わかりました。資料に記載されている教諭数は、今後雇用さ

れる予定の人数も含まれた数字ですか。 

 

○事務局    この資料では、今後雇用される予定の人数も含めて数字を記

載しています。 

 

○会長     審議案件として、３施設ございましたが、全て基準を満たし

ているということですが、この件について承認ということでよ

ろしかったでしょうか。 

 

         （委員異論なし） 

 

        審議案件については、承認をいただいたということになりま

す。続きまして、報告案件に移らせていただきますが、まず「保
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育所の年齢構成変更について」ということで、事務局からお願

いします。 

 

○事務局    （資料２に沿って説明） 

        

○会長     ありがとうございました。 

それでは、事務局から説明を受けましたが、委員からご質問等

ございますか。 

 

        （委員質問等なし） 

 

        では、もう１件の報告案件「北広島市次世代育成支援対策  

推進計画後期行動計画及び北広島市子ども・子育て支援プラン

の実施の状況について」ということで、事務局から説明をお願

いします。 

 

○事務局    （資料３、４に沿って説明） 

 

○会長     ありがとうございました。 

それでは、事務局から説明を受けましたが、委員からご質問

等ございますか。 

 

        私から質問させていただきますが、「子ども・子育て支援プラ

ン」の１３事業の４番「乳児家庭全戸訪問事業」から訪問対象

者１６５人、訪問数１５７人となっていますが、１００％に至

らない理由について教えていただけますか。 

 

○事務局    理由といたしましては、２か月の間に転出する方がいること

や、訪問に至る前に本人が直接来ていただく場合もありますし、

連絡を取っているがその期間内に会えない場合もあり、そのよ

うな時は乳児健診の段階で捕捉して把握しています。 

         

○会長     今のご説明によると、結果的には１００％対応・関わりがで

きているということで理解してよろしいでしょうか。 

 

○事務局    はい。 
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○会長     わかりました。委員の方から他に何か質問等ございますか。 

 

私から、もう１点質問させていただきます。次の５番目の「要

保護児童対策地域協議会」の個別ケース検討会議についてです

が、開催の判断はどのようになっているのですか。 

 

○事務局    私ども児童家庭課の方で、リスク判定会議を持っておりまし

て、それぞれのケース毎にどれくらいリスクが高いかというの

を判断させていただき、児童相談所と協議して開催しています。 

 

○会長     個別ケース会議のメンバーを教えていただけますか。 

 

○事務局    児童家庭課と児童相談所は必ず入り、お子さんの通われてい

る機関のほか、父又は母が福祉サービスを利用している場合、

福祉課の保健師が入ったり、検診の際に把握した場合は、健康

推進課の保健師が入ったりしています。 

 

○会長     わかりました。ほかにございませんか。 

 

○委員     幼保連携型認定こども園の実施について、子ども・子育て支

援プランの評価と課題等に反映されていますか。 

 

○事務局    反映されています。 

 

○委員     そうであれば、さきほど報告案件であった大地太陽森の家保

育園の年齢構成の変更について、３～５歳児の定員を、１～２

歳児の定員に移行することによって、３～５歳児の定員は、報

告案件の統計のとおり、減少することで厳しくなりますが、保

育対象が増えることは、課題としてとらえないのですか。 

 

○事務局    現状としては、３～５歳児の定員に若干の余裕があり、０～

２歳児の定員に比べ、厳しい状態ではなかったため、３～５歳

児の定員を１歳～２歳児の定員に移行しても支障はないと考え

ております。  
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○委員      評価と課題等に、反映させる内容としてはとらえないという

ことですか。 

 

○事務局    認定こども園を子ども・子育て支援プランの評価と課題等 

として記載しているのは、全体数として保育の提供体制が増え

るためで、大地太陽森の家保育園としては、全体数は変わらず、

構成の内訳が変わるということなので、今回は記載していない

です。 

 

○会長     よろしかったでしょうか。それでは、「その他」ということで

事務局からお願いします。 

 

 

○事務局    今後とも、計画の進捗については、また子ども・子育て会議

の際にご報告させていただきます。来年度につきましては、で

きれば、予算の要求前の１１月頃に会議を開きたいと考えてい

ます。 

それ以外に、幼稚園についてのみですが、例えば、現在旧制

度の幼稚園が新制度に移行する場合は会議を開くのではなく、

持ち回り審議ということで、こちらから資料を送り、意見をい

ただくという提案をさせていただきます。いかがでしょうか。 

 

○会長     今後、旧制度の幼稚園が新制度に移行するのみの場合は、会

議を開くのではなく、持ち回り審議でやっていくというので、

よろしかったでしょうか。 

   

        （委員異論なし） 

        

        次回の開催は、来年の１１月頃予定とのことです。 

 これで、第１回北広島市子ども・子育て会議を終了いたしま

す。皆様、大変お疲れ様でした。ありがとうございます。 


